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ユ 　 ヨ

里見弾作 『雪の夜話」の郭沫若訳 『雪的夜話』と芥川龍之介作 『羅生門」の魯迅訳 『野
　 ら

生 口』との特徴 を明 らかにするため、着、著、了、嚇、把、将、略の用法を検討する。

両作品は分量において相違を示すが、 日本語原文の豊富で多彩な表現 と中国語訳文の

簡素な表現の対比は興味を惹 く。特に、狸言が頻出する里見弾の文は郭沫若に苦慮 を
6

強いたと思われる。惜 しむ ら くは、末尾が蛇足 と判断 されて訳 出されていない。一

方、論理的な簡潔な芥川龍之介の文は、魯迅を蹟かせなかったであろう。二文人の丹

1里 見敦作 『雪 の夜話』 「里見弾全集 第1巻 」 改造社1931年5月p.532-37.(雪 と略)

2郭 沫若訳 『雪的夜話』「日本短篇小読集(上)高 汝鴻選課 王雲五主編」萬有文庫 第一集 一千 」

商務 印書館 獲行 中華 民國二十 四年 三月初版(雪 と略)

3芥 川龍之介作 「羅 生門』「羅生 門 ・鼻 ・芋 粥 ・楡 盗」岩波文庫31-070-1岩 波書店2012年 、第

13刷(1960年 第1刷)pp.7-17.(羅 と略)

4魯 迅 訳 『夢生1]』 「魯迅降文 全集 第二巻」北京魯 迅博物棺編 福州 福 建教育 出版社2003.3

pp.89-93.(野 と略)

5郭 沫若訳 の芥川龍之介作 「南京 の基督』、 「蜜柑』、 「鼻』、志賀 直哉作 『正義派』、 お よび魯迅訳 の

武 者小路 実篤作 「ある青年 の夢』 につ いて は、拙論 「郭 沫若 の中国語 訳 にお け る`着'の 用法」

大手前大学論集14、2014年 、pp.287-318を 参照。

6里 見敦作 『雪 の夜話』(上 掲書)p.536下13-p.537中17.

一153一



大手前大学論集 第16号(2015)

精 した中国語白話は範例とするに相応 しいと考え、文例を網羅して検討に附する。

本文美注的焦点,是 通道探付着、著、了、1、 把、将、略的用法,掲 示郭沫若洋的

里見弾作 《雪夜的活》和魯迅澤的芥川龍之介作 《夢生「]》的中文特征。里然迭丙篇作

品在篇幅上現出不同,但 是日文原文的半富多彩的表現形式勾波悸的筒単素朴的表現方

式的比較則頗¥`引人注目。特別是里見弾的原文頻出的浬吉用法,杁 中我伯不ヌ住看出給

郭沫若帯来的唯度。他把結尾看作是多余的部分,没有予以11,迭 也是非常遺憾的。

然而,芥 川龍之介的原文簡浩明了且有槍理性,減 少了魯迅在文字上的一些律徊勾困惑。

迭繭位文人精心拡制的白活悸文,与 萢例相称,在 此列挙所有的例文井予以分析研付。

引用に当たっては、里見弾作 「雪の夜話』(旧仮名)に おける同字記号は旧仮名に

変え、数字は頁数を、上は上段、中は中段、下は下段、郭沫若訳 『雪的夜話』(繁体字)

における数字は頁数と行数を示す。同じく、芥川龍之介作 『羅生門』 と魯迅訳 『嬰生

口』における数字は頁数と行数を示す。

なお、文中で使用 した符号は下記のようである。

A完 了 ・過去時制

B現 在時制

C未 来時制

鍵 語:里 見弾作 『雪の夜話』、芥川龍之介作 『羅生門』、郭沫若、魯迅、 中国語訳

暦
1.1

A.1

着

た(終 止形)

雪532上3遮 られ た1雪45.2被 遮f着

雪532上8ハ ラ ハ ラ と 落 ち続 け た1雪45.4粉 粉 地 落 着

雪532中ll白 く長 い 息 を 吐 い た1雪46.8吐 着 白而 長 的 氣 息

雪532中22歩 い て 行 つ た1雪47.2走 着

雪532下25戸 口 が あ つ た1雪48.7開 着 門 道

雪532下26叩 い た1雪48.7叩 着

雪534中2二 人 は顔 を 見 合 わ せ た1雪54.12爾 人 封 着

雪534中14黙 つ て ム シ ヤ ム シ ヤ 食 ひ始 め た1雪55.7獣 獣 地 開 始 哨 着

雪534中24た だ貧 り食 つ た1雪55.12只 是 貧 吃 着

雪532中29進 ん だ1雪47.4前 進 着
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雪536中2耳 を す ま した1雪62.12尖 着 耳 朶

雪536中19生 徒 の 一 人 が 尋 ね た1雪63.10生 徒 的 一 人 間 着

*羅9
.9藁 草 履 を は い た 足 を 、 そ の 梯 子 の 一 番 下 の 段 へ ふ み か け た1...・1.25拾 起 登 着

草 鮭 的 脚 来 、 踏 上 着 梯 子 的 最 下 級 去

*羅13
.2無 言 の ま ま、 つ か み 合 つ た1野92.10黙 然 的 叉 着

*羅14
.3そ の 下 人 の 顔 を 見 守 つ た1野13.18看 着 家 将 的 股

A.2た/だ(連 体 形)

雪532上21ズ ボ リ ズ ボ リ こ い で 来 た 彼1雪45。9蹉 着 走 來 了 的 他

雪533中9土 間 につ つ 立 つ た ま ま1雪50.10在 土 間 裏 屹 立 着

雪536上27悲 しい 思 ひ を し た挙 句 に1雪62.8受 着 種 種 的 苦 難

雪532中14汗 ば ん だ 喉 に 冷 た い 大 氣 が 快 い1雪46.10冷 氣 鯛 着 漕 琴溶 的 喉 朧 恨 是 紆 服

*羅7
.3胡 麻 を蒔 い た よ う に1野89.13彷 佛 撒 着 胡 麻 似 的

*羅14
.10-1死 骸 の 頭 か ら奪 つ た 長 い 抜 け 毛 を持 つ た な り1夢93.2捏 着 杁 死 　 抜 下 来 的

長 芸 笈

*羅16
.9剥 ぎ取 つ た 檜 皮 色 の 着 物1野93.23剥 着 下 來 的 桧 皮 色 的 衣 服

A.3.1て

雪532上5土 間 に立 つ て1雪45.3土 間 上 立 着 望

雪532中2突 つ 立 て て1雪46.4尖 挺 着

雪532中25蒼 白 い 地 肌 を 露 して1雪47.3呈 着 蒼 白 的 木 質

雪533上3鋭 く眼 を 瞠 つ て1雪49.1尖 着 眼 晴

雪533上4光 を 背 負 つ て1雪49.1向 背 着 光

雪533上17-8方 三 尺 ほ どの 箱 火 鉢 が 据 ゑ て あ つ て1雪49.9安 着 有 一 個 三 尺 的 厘 火 盆

雪533下25折 角 此 の 雪 の 中 を 出 て 来 て1雪53.2冒 着 雪 走 了 來

雪534上10ア カ ラ顔 を人 の い い 微 笑 に 嫉 め て1雪53.ll把 賭 紅 的 瞼 綱 着

雪534上20下 男 の 老 爺 さ ん に も手 伝 は せ て1雪54.4叫 一 位 男 僕 輩 着

雪534下26牧 人 が 牧 草 を 遂 うて 韓 じ て 行 くや う に1雪57。9像 牧 人 逐 着 牧 草 的 一 様

雪535中7伴 天 連 の 法 を 振 め て1雪59.8推 廣 着 「伴 天 連 」 的 宗 旨

雪535中30そ う云 つ て1雪60.6那 様 説 着

雪535中31焼 鎭 で もつ て1雪60.6把 藏 着 焼 好 了 的 婁 鐵

雪535下10す ぐつ か まつ て1雪60.10立 刻 便 被 捉 着

雪536上8死 ぬ の を 待 つ て1雪62.1只 好 等 待 着 姐 姐 死 了

雪536上18伴 天 連 の 弟 子 た ち の 行 方 を 尋 ね て1雪62.4追 踪 着 「伴 天 連 」 的 弟 子

雪536下7慌 て て1雪64.10慌 忙 着

雪536上8死 ぬ の を 待 つ て1雪62.1等 待 着 姐 姐 死 了
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*羅8
.2明 日の 暮 し を ど う にか し よ う と し て1'・1想 着 那 明 天 的 活 汁 急 ム 亦

*X8
.3ど う に もな らな い事 を 、 ど う に か し よ う と して1夢90.7抱 著 ヌ寸干 没 亦 法 的 事

*羅10
.12ぼ ん や り した 火 の 光 を うけ てlX91.12受 着 淡 淡 的 光

*羅ll
.4-5火 を と も した 松 の 木 切 れ を 持 つ て1$'91.18着 点 火 的 松 明

*羅16
.9わ き に か か え て1野93.23侠 着

*羅7
.2輪 を 描 い て1夢89.ll鷲 着 圓 圏

A.3.2て ゐ た/て いた

雪532上9-10雪 に 覆 は れ て ゐ た1雪45.5有 雪 覆 着 的

雪532上12生 々 と した 草 が 顔 を 出 し た り して ゐ た1雪45.6有 活 生 生 的 草 露 着 面 孔

雪532中26ヂ ツ と静 まつ て ゐ た1雪47.4凝 静 着 不 動

雪532下20氣 は つ い て ゐ た1雪48.5感 覧 着

雪534中12鮭 を 焼 い て ゐ た1雪55.6嶢 着 盤 鮭

雪534中26旅 人 の 顔 を見 守 つ て ゐ た1雪55.12守 看 着 行 人 的 面 孔

雪536上15-6宿 な し に な つ て 歩 き廻 つ て ゐ た1雪62.4過 着 流 浪 的 生 活

雪536中6重 く る し く立 ち こめ て ゐ た1雪63.1沈 沈 地 落 着

雪536中30そ ん な こ と を 耳 語 き合 つ て ゐ た1雪64.6把 這 様 的 話 相 互 耳 語 着

*羅6
.1雨 や み を 待 つ て い た1夢89.1待 着 雨 住

*X7
.8雨 の ふ る の を 眺 め て い た1....17看 着 雨 下

*羅9
.11上 の 容 子 を 窺 つ て い た1'・1窺 探 着 楼 上 的 情 形

*羅10
.14永 久 に 唖 の 如 く黙 つ て い たIx'91.13唖 似 的 永 久 的 黙 着

*羅ll
.5死 骸 の 一 つ の 顔 を … 眺 め て い た1… 注 視 着 死 　 之 一 的 股

*羅15
.9こ の 話 を 聞 い て い た1'i'93.12所 着 些 活

*羅9
.11上 の 容 子 を 窺 つ て い た1'・1窺 探 着 楼 上 的 情 形

A.3.3て ゐ たん だ

雪536上ll姉 さ ん の 死 ぬ の を待 つ て ゐ た ん だ1雪62.2等 待 着 姐 姐 的 昇 天

A.3.4て な

*羅14
.7こ の 髪 を抜 い て なIx'92.27抜 了 迭 共 笈 咽

B.1(終 止形)

雪532上4ガ ツ シ リ と枝 を組 み1雪45.2密 地 交 着 枝

B.2(連 体形)

雪532中12悪 あ つ た か く ク シ ヤ ク シ ヤ刺 す 、 手 袋1雪46.9暖 沃 沃 地 怪 刺 着 爾 頬

雪536中3降 りつ む 雪 の 氣 配1雪62.12粉 粉 地 降 着 氣 配
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B.2だ(終 止形)

雪532中4云 う ま で も な く雪 沓 だ1雪46.5不 用 説 是 用 着 雪 纏

雪535上22大 人 し く聞 くん だ1雪59.1好 生 地 聴 着

雪535中10あ つ ち こ つ ち と追 ひ か け 廻 す の だ1雪59.8東 東 西 西 地 追 尋 着 他

B.3.1で(助 詞)

雪533上14障 子 じ き りで1雪49.5『 障 子 』 隔 着

雪533上22股 火 で1雪49.ll跨 着 火

雪534中2手 酌 で1雪54.12斜 漏 着

B.3.2で(連 用形)

雪533中5火 鉢 を挾 ん で1雪50.7挾 着 火 盆

雪536中2口 を 喋 ん で1雪62.12把 口 喋 着

雪536中4衆 を 侍 ん で1雪63.1佼 着 勢 衆

B.4.1て あ る

雪533上ll懸 け 連 ね ら れ て あ る1雪49.5掛 着

*羅10
.7い くつ か の 死 骸 が 、 無 造 作 に 棄 て て あ る1・.胡 乱 的 抱 着 几 介 死 　

B.4.2て ゐ る/て いる(終 止 形)

雪532上ll少 しば か り黒 い 土 の 色 に 隅 ど られ て ゐ る1雪45.5有 少 許 的 黒 土 被 圏 範 着

雪532上22兵 隊 の 外 套 を … 着 て ゐ る1雪46.1穿 着 軍 隊 的 外 套

雪532上24帯 の 上 か ら背 負 つ て ゐ る1雪46.2在 帯 上 吊 着

雪533上18青 い 舌 を 吐 い て ゐ る1雪49.9吐 着 青 色 的 舌 頭

*羅6
.3蜷 蝉 が 一 匹 と まつ て い る1・;・ 停 着 一 匹 的 蜷 蝉

*羅9
.12か す か に 、 そ の 男 の 右 の 頬 を濡 ら して い る1野91.1微 微 的 照 着 迭 男 人 的 右 頬

(別構 文)

*羅10
.4火 を と も して い る1夢91.5能 明 着 火 的

B.4.3て ゐ る(連 体形)

雪532中5杖 に つ い て ゐ る洋 傘1雪46。5當 着 手 杖 的 洋 傘

雪535上4預 け られ て ゐ る子 供 た ち1雪58.2寄 留 着 的 兜 童

雪536上21は ひ つ て ゐ る 牢 獄1雪62。6所 佳 着 的 牢 獄

B.4.4て ゐ るぞ

雪534下1待 つ て ゐ る ぞ1雪56.5我 等 着 像 的

B.4.5て い るの であ る

*羅15
.10聞 い て い る の で あ るlX93.13正 口斤着

B.4.6て は ゐる

雪532中7灰 色 に な つ て は ゐ る1雪46.5呈 着 灰 色 的
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B.4.7で 行 く

雪532下6-7雪 を こい で 行 く1雪47.10在 齊 拐 的 雪 中蹟 着 走

B.5と

雪534中30云 ふ と思 ふ と1雪56.4一 説 着

雪536中5取 り園 ま う と1雪63.1想 要 包 園 着 的 一 様

B.6な か を

雪536中7雪 の 降 り し き る な か を1雪63.2那 檬 地 落 着 大 雪

B.7な が ら

雪533上21生 徒 た ち の 悪 戯 を 監 視 し な が ら1雪49.10把 生 徒f門的 悪 作 戯 監 視 着

雪533上31か う 云 ひ なが ら1雪50.1這 様 説 着

雪535上14-5揺 り動 か しな が ら1雪58.8揺 擢 着

雪535上19大 事 さ う に杯 に注 ぎ な が ら1雪58.10愛 惜 地 勘 着

*羅7
.8気 に し な が ら1....・.17悩 着

*羅9
.9気 を つ け な が ら1...・1.24留 心 着

雪534上26片 手 で 湯 呑 に 酒 を注 が せ な が ら1雪54.8一 隻 手 掃 着 茶 盃

雪534中25-6残 つ た 酒 を や り なが ら1雪55.12岬 着 残 酒

雪535上15唇 を 舐 め づ り廻 し なが ら1雪58.10舐 着 階 唇

*羅7
.2暗 き なが ら跳 び ま わ つ て い る1....12哺 着 兆 舞

*X9
.4頸 を ち ぢ め な が ら1"1縮 着 頚 子

*羅15
.8太 刀 の 柄 を左 の 手 で お さ え な が らlX93.12左 手 按 着 刀 柄

*羅12
.15死 骸 に つ ま ず き なが ら1野91.9多 半着 死 　 鐸 蹟

*羅13
.13老 婆 を 、 見 下 ろ し な が ら1野92.19{府 視 着 老 女区

*羅15
.9大 き な 面 飽 を気 に し な が ら1$'93.13按 着 那...大 穎 的 面 庖

B.8に

雪532上13ダ ラ ダ ラ登 り に1雪45.6慢 慢 地 爬 着

雪536上26自 分 の 身代 わ りに1雪62.8替 代 着 自 己

B.9ま で

雪533上4奥 の 突 當 り まで1雪49.4抵 着 壁

B.10や う な

雪536上10と 云 ふ や う な 料 簡 で1雪62.1懐 着 那 様 的 見 解

B.11そ の他

*羅13
.4鶏 の 脚 の よ う な、 骨 と皮 ば か りの 腕1$'92.12只 剰 着 皮 骨,宛 然 鴻 脚 一 般 的 胃

脾
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C.1ろ

雪535下29聞 い て ろ1雪61.8聴 着

*

1.2着 … 着

B.1た り…た り

*羅10
.11-2口 を 開 け た り手 を延 ば し た り して1野91.10-ll或 者 服 着 嗜 或 者 伸 着 手

*羅6
.8丹 が つ い た り、 金 銀 の 箔 が つ い た り し た 木1夢89.7帯 着 丹 漆,帯 着 金 銀 的 木 快

*

1.3着 的

A.1た(助 動詞 連用 形)

雪532中1歩 きだ した や う だ1雪46.3在 走 着 的 一 様

A.2た(助 動詞 連体 形)

雪532中24-5葉 末 を 雪 に 抑 へ ら れ た 枝1雪47.3葉 梢 為 雪 所r着 的 極 枝

雪532下2… と現 し た 文 字1雪47.7所 爲 着 的 … 文 字

雪533上4立 つ た 旅 人1雪49.1立 着 的 行 人

A.3て ゐ たや うだ

雪532下10か た まつ て ゐ た や う だ1雪47.12聚 集 着 的

A.4て ゐ たん だ

雪536上29-30待 つ て ゐ な け れ ば な ら な い は め に な つ て ゐ た ん だ1雪62.12等 待 着 的

A.5て ゐ て

雪536中13あ け くれ待 つ て ゐ て1雪63.5無 書 無 夜 都 在 等 待 着 的

B.1(連 体 形)

雪532下18跳 び廻 る足 音1雪48.5胞 着 的 足 音

雪536中10十 七 年 振 で 遇 ふ 大 好 きな 姉 さ ん1雪63.3十 七 年 オ 又 磁 着 的 最 愛 的 姐 姐

B.2て ゐ る(連 用形)

7

雪532中1外 套 につ い て ゐ る 頭 巾1雪46.3在 外 套 上 連 着 的 風 帽

B.3て ゐ る(終 止形)

雪532上19さ う 知 らせ て ゐ る1雪45.9告 訴 着 的

*

7Cf.崔p.417
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1.4着 … 的

A.1た(連 用形)

*羅ll
.13ま る で 弩 に で も弾 か れ た よ うに1夢92.7筒 宜 像 被 弩 机 弾 着 似 的

A.2た(連 体形)

*羅9
.9藁 草 履 を は い た 足 を 、 そ の 梯 子 の 一 番 下 の 段 へ ふ み か け た1...・1.25拾 起 登 着

草 鮭 的 脚 来 、 踏 上 這 梯 子 的 最 下 的 第 一 級 去

*羅14
.4髪 を抜 い た 女1野93.5抜 着 那 共 笈 的 女 人

*

L5着 了

A.1た

雪532下29鳴 り を静 め た1雪48.10静 鎮 着 了

雪536中16爾 掌 に額 を支 へ た1雪63.7把 爾 掌 按 着 了額 頭

A.2.1て

雪535中1王 様 の 御 家 來 に とつ つ か まつ て1雪59.5給 國 王 的 下 手 人 捉 着 了

A.2.2て ゐ た

雪532中31風 は 死 ん だ や う に 落 ち て ゐ た1雪47.4風 是 像 死 了的 一 様 静 止 着 了

*

L6着 … 了

A.1て ゐ た

雪534下25お りか け て ゐ た1雪57.8在 下 着 披 了

B.1で い る

*羅14
.4何 か 物 で も咬 ん で い る よ う に1・ ・ 咬 着 什 ム 似 的 劫 起 来 了(咬 は 別 字)

*

1.7着 磁

B.1て る ぞ

雪532下28あ い て る ぞ1雪48.11開 着 嚇

*

1.8着 在

B.1て ゐ る

雪532上23巻 か れ た ま ま に な つ て ゐ る1雪46.2捲 着 在

*

1.9在 … 着

B.1で ゐ る

雪532中19岩 に 喧 ん で ゐ る1雪46.19在 嘘 着 岩 頭
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L10在 … 着 … 了

A.1て ゐ た

*

雪534下24-5坂 をお りか け て ゐ た1雪57.8已 経 在 下 着 」皮了

*

1.11介 詞

同着

雪535上31そ れ に先 生 は も と よ りだ1雪59.5連 同 着 那 先 生 是 不 消 説

*

8
1.12著

A.1て い た

*羅14
.1何 を して い た の だ かlx'92.211故 著 什 ム 的 事

*羅8
.4雨 の 音 を、 聞 く と も な く 聞 い て い た の で あ る1...・1.8井 不 所 而 自所 著 那 杁 前 便

打 着 朱 雀 大 路 的 雨 音

II了

II.1了

A.1.1た(終 止形)

雪532上1道 は 針 葉 樹 の 密 林 に は ひ つ た1雪45.1路 走 進 針 葉 樹 的 密 林 裏 去 了

雪532上16炭 焼 き の林 に 近 づ い た1雪45.7走 到 … 焼 炭 村 了

雪532下1旅 人 は洋 傘 を 拡 げ た1雪47.7静 行 人 把 洋 傘 開 了

雪532下14そ の 家 が 見 な くな つ た1雪48.2藏 下 去 了

雪532下29鳴 り を静 め た1雪48.10静 鎮 着 了

雪534上15爾 足 をか け た1雪54.1把 爾 脚 搭 在 了

雪534上27頭 巾 を は ね た1雪54.7把 風 帽 脱 了

雪534中4あ ふ つ た1雪54.12喝 了

雪534中6一 息 に飲 ほ した1雪55.2一 口氣 地 喝 了

雪534下9も の を云 つ た1雪56.9説 了

雪535上9お 話 を ね だ られ な け れ ば な らな か つ た1雪58.5不 能 不 為 見 童 強 迫 着 談 故 事 了

雪535上ll少 し酔 つ た1雪58.6有 黒占醇 了

8夢 竹 風主編 『漢悟大洞典9』 上海 漢語大 詞典出版社19921,19942,p.430著8

接劫洞后 、表示劫作 、状志的持鎮 。②用在某些形容洞后面 、表示程度的 比較等 。

助洞 。① 緊
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雪535下18あ ん た 酔 い な す つ た1雪61.2fホ 醇 了

雪536中17涙 が ぽ た り ぽ た り と、 大 き な 園 櫨 裏 の 灰 に 落 ち た1雪63.7眼 涙 一 珠 一 珠 地

落 下 了 大 園 櫨 裏 的 灰 裏

*羅6
.10顧 み る 者 が な か つ た1..没 有 人 近 向 了

*羅7
.11四 、 五 日前 に 暇 を 出 さ れ た1野90.2已 鋒 在 四 五 日之 前 将 他 遣 散 了

*羅13
.4紐 じ倒 した1別3.ll硬 将 伊 捻 倒 了

*羅14
.3何 か 物 で も噛 ん で い る よ う に 動 か し た1別3.25噛 着 什 ム 似 的 劫 起 来 了

*羅15
.11あ る勇 気 が 生 れ て 来 た1夢93.14笈 劫 的 勇 汽 了

雪532上15水 の 音 が 聞 こ え だ し た1雪45.7聴 出 了 流 水 的 聲 音

雪532中14襟 巻 の ぞ と に 出 した1雪46.10伸 出 了 園 巾 外 來

雪532中30出 は つ れ た1雪47.6走 出 了林 子

雪533上1鉢 合 わ せ を し さ う に な つ た1雪48.11幾 乎 磁 了頭

雪533中12夢 を 見 た1雪50.12倣 了 夢

雪534下23額 を あ て た1雪57.7抵 着 了 冷 浸 的 破 璃 窩

雪535上8二 合 ふ や して 貰 つ た1雪58.4強 迫 … 添 了 爾 合

雪535中27首 を チ ヨ ン切 ら れ た1雪60.4受 了 屠 鐵

雪535下2乱 暴 な こ と を した1雪60.7倣 出 了 那 様 残 忍 的 事 情

雪535下25牢 獄 にぶ ち こ ま れ た1雪61.5被 投 在 了 牢 獄 裏

雪535下30牢 に ぶ ち こ ま れ た1雪61.9被 投 進 了牢 裏

雪536中16額 を 支 へ た1雪63.7按 着 了額 頭

雪536下7口 を 抑 へ る や う な 手 つ きを した1雪64.10倣 出 了 把 口 掩 閉 着 的 手 勢

*羅8
.11こ の 局 所 へ 逢 着 した1...・1.13干 到 了 這 処 所

*羅10
.5急 な 梯 子 を 、 一 番 上 の 段 ま で 這 う よ う に し て 上 りつ め た1夢91.6到 了 這 峻 急

的 梯 子 的 第 一 級

*羅14
.8失 望 した1別3.28不 覚 失 了 望

*羅15
.7こ ん な 意 味 の 事 を い つ たlX93.11悦 了 些7L祥 意 思 的

雪532上20一 息 つ い た1雪45.9息 了 一 口 氣

雪532上14可 な り長 い こ と績 い た1雪45.6可 爬 了 好 一 會
9

雪532中27一 寸心を惹かれた1雪47.4為 這姿勢梢梢動 了一下心

9参 考:郊 英樹,弓長一舟主編 「四川方吉洞江研 究」北京 中国社会科 学出版社2009,p.19"四 川

方言 劫洞没有AA或ABAB式 的 重香方式,...而 用"侑 鋭 一下","我 「]付恰一 下"之 美的悦

法 。
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雪534下ll濁 語 ち た1雪56.11自 語 了一 下

雪533中21切 符 は 買 へ た1雪51.5買 到 了 … 車 票

雪532下9や が て 家 が 見 え た1雪47.11現 出 了 人 家

雪535上23え らい 先 生 が あ つ た1雪59.1有 了 一 位 不 起 的 先 生

*羅6
.7災 が つ づ い て起 こ つ た1夢89.5接 逢 的 起 了 …k変

A.1.2だ(終 止形)

雪536上23た う と う姉 さ ん が 死 ん だ1雪62.7姐 姐 終 寛 死 了

雪533中ll死 ん だ1雪50.ll死 了

A.1.3た(連 体形)

雪534中18平 げ て 了 つ た と こ ろ で な1雪55.9剛 好 オ 乾 浮 了

雪532中31山 懐 に は ひつ た せ い か1雪47.6走 進 了 山 腰 的 縁 故 罷

*羅10
.1す ぐそ れ と知 れ た の で あ る1・.也 就 可 以 明 白 了

*羅14
.14干 し た の を1夢93.6晒 干 了(別 構 文)

雪534上9買 つ て 來 た 塩 鮭1雪53.ll買 了 去 黒占鍼 鮭

*羅8
.11低 徊 した 揚 句 に1罫90.13俳 徊 了 杵 多 回

A.1.4た か

雪533中30夢 を 見 た か1雪51.11倣 了夢?

雪533下25夢 の し らせ が あ つ た か1雪53.2傲 了夢

A.1.5だ か い(助 動詞 連体 形)

雪534下10死 ん だ か い1雪56.10死 了

A.1.6た か ら

雪535下7そ れ ほ ど に され た か ら1雪60.8到 了那 様

A.1.7だ の だ

雪536上27死 ん だ の だ1雪62.9死 了

A.1.8た ち や

雪536中22酔 ひ な さ つ た ち や1雪63。ll醇 得 也 有 黒占様 子 了

A.1.9た の であ る(起 来 了)

*羅ll
.8「頭 身 の 毛 も太 る 」 よ う に 感 じた の で あ る1野91.21覚 得"毛 戴"起 来 了

*羅ll
.15強 さ を 増 して 来 た の で あ る1夢91.26一 点 一 点 的 強 盛 起 来 了

A.1.10た ん だ

雪535中ll追 い つ め ら れ て 來 た ん だ1雪59.10追 逼 緊 來 了

雪535下1撫 で た ん だ1雪 ・1・髪 了 一 下
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雪535下8か く した ん だ1雪60.9藏 在 了

A.2.1て1

雪534中2目 を 潤 ま して1雪54.12眼 晴 立 刻 灘 了

雪535中1王 様 の 御 家 来 に とつ つ か まつ て1雪59.11給 國 王 的 手 下 人 捉 着 了

*羅11
.7六 分 の 恐 怖 と 四 分 の 好 奇 心 と に動 か さ れ て1野91.20被 六 分 的 恐 怖 和 四 分 的 好

奇 心 所 劫 了

*羅6
.8仏 像 や 仏 具 を打 ち砕 い て1・;・ 将 佛 像 峨 佛 具 打 石卒了

*羅8
.6夕 闇 は次 第 に 空 を低 く し て1夢90.10黄 昏 使 天 室 低 下 了

雪532中13撫 で 廻 して1雪46.9抹 了 一 下

雪534上7撫 で て1雪53.9魔 了 一 下

雪534中5喉 を 鳴 ら して1雪55.1把 喉 嘆 響 了 一 下

雪534下9一 寸 の 問 、 美 しい 眼 を 輝 か して1雪56.9把 那 美 的 眼 晴 閃 了 一 下

雪532中16ッ ウ ン痛 ん で1雪46.ll痛 串 了 一 様

雪534中27三 杯 飲 ん で1雪56.2喝 了 三 杯

雪532下4二 三 度 あ ふ つ て1雪47.8科 了 雨 三 次

雪533中23こ こ へ 寄 つ て1雪51.6到 了這 兇

雪532中1足 が 生 え て1雪46.3生 了 脚

雪532下16幾 度 か 仰 い で1雪48.2拾 了幾 次 頭 來

雪534下12猫 鈍 い 眼 の 色 に返 つ て1雪56.ll回 到 了 無 柳 到 不 堪 的 沈 鈍 的 顔 色

雪536上26牢 獄 へ 行 つ て1雪62.8進 了牢 獄

雪536中12死 骸 に な つ て1雪63.4成 為 了 屍 骸

*羅9
.4紺 の襖 の 肩 を 高 く し てlX90.21高 葺 了 朴 着 … 青 祇 的 肩 共

*羅9
.11猫 の よ う に 身 を ち ぢ め て1...・1.28猫 似 的 焔 了 身 体

*羅10
.5頸 を 出 来 る だ け 、 前 へ 出 して1夢91.7端 力 的 伸 長 了頚 子

*羅13
.1下 人 を つ きの け て1夢92.9沖 升 了 家 将

*羅13
.11あ る仕 事 を し て1別3.18成 就 了 一 件 事 並 的 吋 候 的

*羅13
.13声 を柔 げ て1別3.18放 軟 了 声 音

*羅16
.14短 い 白 髪 を 倒 に し てlX93.27倒 桂 了 短 的 白友

*羅8
.5雨 は 羅 生 門 を つ つ ん で1"'11雨 是 囹 住 了 夢 生1]

*羅10
.4足 音 を 盗 ん で1・ ・ 忍 了 足 音

*羅13
.3老 婆 の 腕 を つ か ん で1'i-'13.11択 佳 了 老 女区的 腎 脾
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A.2.2て2(連 用 形)

雪3下18聞 い て あ きれ る1雪52.11聴 了 會 護 征 嚇

雪535下23醇 つ て た ま る か い1雪61.4醇 了還 成 事

A.2.3て ゐ た/て いた

雪532下17ヒ ヨ ッ コ リ と立 つ て ゐ た1雪48.3忽 然 立 在 了

雪535上3預 か る こ と に して ゐ た1雪58.2留 在 了

雪534中1見 る も い や ら しい 相 好 に な つ て ゐ た1雪54.10成 了恨 刺 目的 一 様 面 相

雪532上7黒 い 腹 を 見 せ て ゐ た1雪45。3現 出 了 黒 暗 的 肚 腹

雪534中30藁 沓 の な か へ 足 を 入 れ て ゐ た1雪56.4穿 上 了雪 纏

*羅7
.12京 都 の 町 は 一 通 りな らず 衰 微 して い た1罫90.2京 都 是 非 常 之 衰 微 了

*羅ll
.7-8呼 吸 をす る の さ え 忘 れ て い た1'・1忘 却 了 呼 吸

A.2.4て ゐ たん だ

雪535下6も う追 手 が か か つ て ゐ た ん だ1雪60.8追 手 事 已 経 逼 近 了

A.2.5て 行つ た

雪532下2雪 に 覆 は れ て 行 つ た1雪47.8便 為 雪 所 遮 掩 了

雪534上13住 居 の 方 へ は ひ つ て 行 つ た1雪53。12向 佳 房 裏 去 了

*羅ll
.13恐 怖 が 少 しず つ 消 え て 行 つ たlx'91.25恐 怖 也 一 点 一 点 的 消 去 了

A.2.6て か ら

雪532中4林 に は い つ て か ら1雪46.1進 了 林 子 之 後

A.2.7て 来 た/で 来 た

雪533中1引 き返 して 来 た1雪50.12韓 來 了

雪532下19洩 れ て 來 た1雪48.4洩 漏 了 出 來

雪533下2頂 い て 來 た1雪52.1領 了 回 來

A.2.8て しまつ た/て 了 つた

雪534中24食 つ て 了 つ た1雪55.12吃 了

雪535中2切 られ て 了 つ た1雪59.6被 研 悼 了

*羅13
.11冷 ま して し まつ た1夢13.18冷 却 了

*羅9
.3も う ど こ か へ 行 つ て し まつ た1野90.20早 己 胞 到 不 知 那 里 去 了

A.2.9て な

雪535中6藥 売 りに ば け て な1雪59.8把 装 攣 了

羅14.7こ の 髪 を抜 い て な1$'13.27抜 了 迭 共 笈 咽
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A.2.10て も

X8.12何 時 まで た つ て も1'・1墨 然 鋒 道 了 許 多 吋

A.2.11て や つた

雪535中15預 か つ て や つ た1雪59.11藏 在 了 自 己 的 家 裏

A.2.12て3(了 來)

雪532中4云 ふ ま で もな く雪 沓 だ が 、 林 に は い つ て か らつ ぼ め て1雪46.5不 用 悦 是 用 着

雪 纏 … 牧 瀧 了來

A.2.13て4(了 …來)

雪535下14い ろ い ろ 云 つ て1雪60.ll説 了 好 些 話 來

A.2.14だ した(了 起来)

雪532中20歩 きだ した1雪47.1走 動 了起 來

A.2.15て あ げた(來 了)

雪533中24來 て あ げ た1雪51.7特 意 走 來 了

雪534上22茶 道 具 や ら を 運 ん で 來 た1雪54.5把 茶 具 等 都 搬 蓮 了 來

*羅ll
.13-4激 しい 憎 悪 が 、 少 しず つ 動 い て 来 た1$'91.25憎 悪,漸 漸 的 笈 劫 了

A.2.16だ した(起 了来)

雪535上19話 しだ した1雪58.11開 始 説 起 了 來

B.1(連 体 形)(了 署)

*X7
.4刻 限 が 遅 い せ い か1....・.14因 力 吋 刻 太 晩 了 雲

*羅8
.7手 段 を選 ん で い る逞 は な い1野90.12没 有 工 夫 来 掠 手 段 了

B.2(連 体形)

雪534中22通 じ る の か 通 じ な い の か1雪55.ll聴 見 了 還 是 没 聴 見

雪535下9本 は あ る し1雪60.9捜 出 了 … 書

雪535下9検 べ る と1雪60.9捜 査 了

*羅16
.7足 に しが み つ こ う とす る 老 婆1夢93.22将 挽 住 了 他 的 脚 的 這 老 女区

B.3(連 用形)(了 …来)

*羅ll
.11手 に従 つ て抜 け る ら し い1罫91.23似 乎 随 手 的 抜 了 下 来

*羅ll
.12髪 の 毛 が 、 一 本 ず つ 抜 け る に従 つ て1夢91.24共 笈 一 根 一 根 的 抜 了 下 来 吋

B.4な い(連 用 形)(来 …了)

*羅9
.6腰 に さ げ た 聖 柄 の 太 刀 が 鞘 走 ら な い よ う に1'・1横 在 腰 同 的 素 柄 刀,免 得

他 出 了 鞘

B.5な れ ば(了 起來)

雪535下3ひ つ つ れ に な れ ば1雪60.7因 為 那 火 傷 痕 結 了起 來
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B.6ま い か らなア(了 …罷)

雪536下llな りお る ま い か ら な ア1雪64.12攣 成 了 叫 化 子 罷

B.7だ

雪534下6自 分 の 鵬 に な れ る ん だ1雪56.7成 了 自 己 的 身 子

B.8で あ る

*羅15
.13反 対 な 方 向 に動 こ う とす る勇 気 で あ る1'i'93.15向 反 対 方 面 笈 劫 的 勇 汽 了

*羅7
.4啄 み に来 る の で あ る1野89.14啄 食 那f'7上 的 死 人 的 肉 而 来 了

B.9て ゐ る/て いる(連 用 形)

雪532上18廻 つ て ゐ る か も知 れ な い1雪45.8過 了 正 午 也 不 可 知

*羅12
.9と う に 忘 れ て い る の で あ る1罫91.4早 経 忘 却 了

B.10て ゐ る/て いる/で ゐる(終 止 形)

雪533下23亭 主 に な りす ま して ゐ る1雪53.1成 了 一 位 … 老 板

雪536中ll死 ん で ゐ る1雪63.4死 了

*羅8
.7重 た く うす 暗 い 雲 を支 え て い る1'・1支 住 了 昏 況 的 云 物

B.11と

雪532下3重 く な る と1雪47.8重 了

雪532下16登 り き る と1雪48.3登 上 了

雪534中12立 績 け に 四 五 杯 や る と1雪55.6喝 了 四 五 杯

雪534中27湯 呑 を置 く と1雪56.2把 茶 杯 下 了

B.12と か

雪533下4埋 め る とか 、 焼 く と か1雪52.2是 埋 了 、 還 是 焼 了

B.13な が ら

雪534中27-8モ グモ グや りな が ら1雪56.2把 階 唇 咀 噛 了一 下

*羅8
.13手 段 を 選 ば な い とい う事 を肯 定 し な が ら も1....1.12肯 定 了 不 子 捺 手 段 迭 一 市

了

*羅10
.5平 ら に しな が ら1罫91.7端 力 的 帖 伏 了 身 子

B.14な らんぜ

雪536中25寡 ず ば な ら ん ぜ1雪64.lf該 睡 了

B.15の で

雪532中28絵 り霧 しい の で1雪47.5太 多 了

B.16ま で

雪532上17そ の 時 刻 ま で1雪45.8到 了那 個 時 刻

B.17そ の他

雪533中21お つ と ほ し に1雪51.6倒 了 迭 兜
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雪535下10た ま ら な い1雪60.10可 不 得 了

雪535下17心 配 さ う に1雪61.1憺 起 了心 來

雪535下18も うい か ね え1雪61.2不 行 了

雪534中29お 世 話 さ ん1雪56.3婆 娑 了

雪535中31焼 鋸1雪60.6藏 焼 好 了 的 慶 鐵

雪536上5-6今 更1雪61.12到 了 現 在

*羅7
.2高 い鴉 尾 の ま わ り を1野89.12鏡 了 最 高 的 鵬 尾

C.1た ら

雪535下20醇 つ た ら駄 目ぢ や1雪61.2醇 了是 没 有 的

雪535下21醇 つ た ら は ア1雪61.3喝 酉卒了

C.2よ う(助 動 詞終 止形)

雪533下31兎 に 角 行 つ て 来 よ う1雪53.5総 之 我 走 了

II.2了 … 了

A.1て も

雪536.上16顔 か た ち まで 攣 つ て も1雪62.4改 了 装 改 了 相

A.2た(終 止形)

*羅ll
.6殆 悉 この 男 の 嗅 覚 を 奪 つ て し ま つ た1夢91.15几 乎 全 李 去 了 遠 人 的 嗅 覚 了

*羅14
.9心 の 中 へ は い つ て 来 た1署93。1遊 了 心 中 了

*羅16
.10急 な梯 子 を夜 の 底 へ か け 下 りた1野93.24下 了峻 急 的 梯 子 向 昏 夜 里 去 了

A.3た(連 体形)

雪536中14起 つ て 来 た 時1雪63.5到 了眼 前 來 了

A.4て い た

*羅ll
.5も う鼻 を掩 う こ と を 忘 れ て い たlX91.15忘 却 了 掩 住 鼻 子 的 事 了

B.1(そ の他)

*羅13
.2押 し も どす1別3。10推 了 回 来 了

II.3了 咤

A.1た だね/た だ かね え

雪536中18そ の 弟 は ど う し た だ ね1雪63.9那 弟 弟 恋 様 了泥

雪536中28弟 は ど う し た だ か ね え1雪64.4急 様 了 咤

雪536中31弟 は ど う し た だ か ね え1雪64.7急 檬 了 泥

C.1(動 詞命 令 形)

雪535下20も う 寡 な さ ろ1雪61.2請 睡 了Q拉
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II.4了 隔

A.1か

雪533上24来 た か1雪48.12像 來 了 鳴

C.1だ らうちや アね え か

雪536中20そ れ で お し ま ひ だ ら うち や ア ね え か1雪63.ll故 事 不 那 檬 完 了 鳴

II.5了 罷

C.1(命 令 形)

雪535下28も う よ し な さ れ1雪61.7没 講 了罷

II.6了 的

A.1た/だ(連 用 形)

雪532上2凪 で も し た や う に1雪45.1像 吹 過 了 的 一 檬

雪532中31死 ん だ や う に1雪47.6像 死 了 的 一 檬

A.2た/だ(連 体 形)

雪532上2息 を とつ て 行 か れ さ うだ つ た風1雪45.1把 呼 吸 都 去 了 的 風

雪532上20こ い で 來 た 彼1雪45.9走 來 了 的 他

雪532中2寒 さ に赤 くな つ た 鼻 の 先1雪46.1凍 紅 了 的 鼻

雪536中8牢 死 した 、 一 牢 獄 で 死 ん だ 姉 さ ん1雪63.2痩 死 了 的 一 在 牢 獄 中 死 了 的 姐 姐

雪536中8死 骸 を引 き取 つ た 或 る 男1雪63.3痩 死 了 的 牧 瞼 了 的 一 位 男 子

雪532中15氷 水 をか つ こ ん だ 時 の や うに1雪46.10把 冷 水 吸 進 了 的 一 様

雪536下8死 ん だ 人1雪64.ll死 了的 人{r]

雪532下26つ ぼ め た 洋 傘1雪48.7牧 了 的 洋 傘

雪535中24亡 くな られ た 先 生1雪60.3死 了 的 先 生

B.1て ゐ る/て いる

雪532中23折 れ て ゐ る と こ ろ1雪47。2被 折 蜥 了 的 地 方

*羅13
.3分 か つ て い る1羅13.11知 道 了 的

II.7了 … 的

B.1て あ る

雪532上22黒 い の と取 り攣 へ て あ る1雪46.1換 了 黒 色 的
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II.8了 … 來

A.1た

雪534上24湯 呑 を差 し た1雪54.7把 茶 盃 伸 了 過 來

A.2て

雪533中26こ こ へ 來 て1雪51.8到 了 這 見 來

雪534中3湯 呑 を取 つ て1雪54.12掌 了一 個 茶 杯 來

雪534中14た け の 皮 包 の 握 飯 を 出 し て1雪55.7取 出 了 筍 殼 包 的 飯 團 來

II.9了 起 來

A.1て

雪534中6高 笑 を して1雪55.3大 笑 了起 來

雪536下4涙 に 輝 く眼 を あ げ て1雪64.9把 在 眼 涙 中 亮 着 的 眼 晴 墾 了 起 來

II.10了 … 来 的

A.1た

*羅13
.11後 に残 つ た の は1別3.18剰 了 下 来 的

II.11了 … 的 了

A.1だ 事 であ ろう

*羅12
.2餓 死 を 選 ん だ事 で あ ろ う1夢91.28捺 了 峨 死 的 了

II.12的 了

A.1た

*羅9
.6夜 を 明 か そ う と思 つ た か らで あ る1夢90.23想 在 此 度 夜 的 了

B.1だ

雪534下6自 分 の 膿 だ1雪56.7我 身 子 便 是 我 自 己 的 了

*羅16
.5-6餓 死 す る 体 な の だlX93.21要6,死 的 了

II.13介 詞

II.13.1除 了

*羅6
.2こ の 男 の外 に1....・.2除 了 迭 男 子

II.13.2掲 了

*羅ll
.8旧 記 の 記 者 の 語 を借 りれ ば1"1掲 了 旧 記 的 妃 者 的 活 来

一170一



郭沫若による 『里見弾作 雪の夜話』および魯迅による 『芥川龍之介作 羅生門』の中国語訳の語法

II.13.3用 了

*羅16
.1嘲 る よ う な 声 でlX93.19用 了 嘲 弄 似 的 声 音

II.13.4借 了

*羅16
.13火 の 光 を た よ り に1・ ・ 借 了 迩 在 燃 焼 的 火 光

III駐 立

III.10拉

A.1た

雪534中17生 憎 だ つ た1雪55.9不 湊 巧 吋立

A.2て

雪534上10兎 に 角 こ こへ 上 が つ て1雪53.11纏 之 像 上 来 唯

B.1(終 止形 肯 定)

雪533下17聞 い て 呆 れ る1雪52.ll聴 了 會 護 征 吋立

雪535下29う る さ い1雪61.8討 厭 嚇

雪536下6何 を 云 は つ しや る1雪64.lofホ 那 説 的 什 塵 話 噛

B.2(終 止 形否 定)

雪533下22そ ん な 殊 勝 な ん ぢ ア な い1雪53.1不 是 那 様 高 貴 的1

雪533下27-8つ ま ら な い1雪53.3不 行 的1

雪534中9め つ た に な い1雪55.4根 少 嚇

雪534下5分 か らな い1雪56.7説 不 定 吋立

雪535下21一 文 の 値 打 ち も ね え1雪61.3是 一 個 鏡 也 不 値 的 嚇

雪536中22早 う寡 か し て あ げ ず ば な らん1雪63.12雪 鷹 該 早 貼 譲 他 睡 嚇

B.3だ

雪535中26さ うだ1雪52.3是 唯

雪534上1な ん と云 ふ と こ ろ だ1雪53。5甚 贋 招 牌 吋立

雪535上20と つ と きの お 話 だ1雪58.ll這 故 事 … 還 没 封 誰 説 過 噛

雪535上26さ うだ 、 さ うだ1雪59.2是 嚇 、 是 嚇

雪535中3え らい 先 生 な ん だ1雪59.6了 不 起 的 先 生 唯

雪536上24ど うだ1雪62.5恋 様 ロ拉

雪536下9十 七 年 、 十 七 年 と云 へ ば永 い 話 だ1雪64.11十 七 年 唯 、 十 七 年 説 起 來 本 是 長

B.4か ら

雪534中30時 間 が あ る こ と だ か ら1雪56.5是 要 起 時 候 的 吋立
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B.5な

雪535中llつ ま り弟 の だ な1雪59.8就 是 姥 的 弟 剃 拉

B.6だ らう(推 測)

雪535上27切 支 丹 伴 天 連 と云 ふ の を知 つ て ゐ る だ ら う1雪59.2憧 得 「切 支 丹 伴 天 連 」

嚇

雪536上24悲 しい こ と だ ら う1雪62.7傷 心 的 事 情 嚇

B.7ち や/ぢ ゃ

雪535下19明 日の 晩 の こ つ ち や1雪61.2明 天 晩 上 再 談 嚇

雪535下26駄 目ぢ や1雪61.6不 行 噛

雪535下28駄 目ぢ や 駄 目ぢ や161.7不 行 嚇 不 行 嚇

雪536中24-5明 日 の 晩 の こ とち や164.2只 好 等 明 天 晩 上 再 講 ロ拉

雪536中27み ん な こ し らへ 話 ぢ や1雪64.3通 是 假 言刮拉

B.8ぜ

雪534下2待 つ て ゐ るぜ1雪56.6等fホ 吋立

B.9か ら

雪536中23も う 半 時 の 上 を長 起 き し て ゐ る ぢ や か ら1雪63.12已 経 握 過 半 黒占簿 拉

B.10.1な

雪534下1い い な1雪56.5還 想 聴 下 去 嚇

雪534中8大 分 飲 む な1雪55.3根 能 喝 嚇

雪534中18も う ち よつ と早 か つ た ら な1雪55.9來 得 再 早 一 貼 就 好 嚇

雪534中21な ん に も な らな い し な1雪55.10不 可 吋立

雪534下2き つ と よつ て くれ な1雪56.5定 來 嚇

B.10.2な ア

雪533下24-5も う五 年 以 上 も遇 わ な か つ た わ け だ な ア1雪53.2我f門 已 経 五 年 不 見 嚇

雪536中29も つ と 聞 き た い な ア1雪64.5還 想 聴 下 去Q拉

B.11よ

雪533中27達 者 で ゐ る よ1雪51.9是 健 康 的 噛

B.12だ つ て(間 投詞)

雪536中26だ つ て 、 弟 が1雪64.2不 過 嚇 那 弟 弟

B.13(そ の他)

雪534下16ま あ 然 し1雪57.1但 是 嚇

C.1(命 令形)

雪533中4遊 び な さい1雪50.6玩 嚇

雪533下7ま ア 死 顔 で も見 て や れ1雪52.5好 去 看 看 死 人 的 面 孔 ロ拉
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雪533下9ま ア 待 て1雪52。14悠 停 一 下 嚇

雪534上5ま 、 待 て1雪53.8fホ 等 一 下 嚇

雪535下12ま あ待 て1雪60.11等 一 下 嚇

雪535下20も う寝 な さ ろ1雪61.2請 睡 了 唯

雪534下1是 非 来 て くれ1雪56.5請 來 嚇

C.2か

雪535下24い い か1雪61.4好Q拉

雪534上7か つ こ ま して 貰 ふ か1雪53。9泡 下 去 嚇

雪534中9も う一 杯 貰 は う か1雪55.4再 想 喝 一 杯 吋立

雪533中2遊 ん で くれ ん か1雪50.5玩 得 梢 梢 清 静 一 黒占嚇

雪533下29-30夜 もす が ら飲 も う ち ア な い か1雪53.4可 以 來 醇 一 個 穿 夜l

C.3が な

雪533下21俺 も転 げ 込 む が な1雪52.13我 也 可 以 混 緊 去 嚇

C.4か ら

雪535中23死 ぬ か ら1雪60.3死 唯

C.5と も

雪536下8す る と も1雪64。10幹 的 嚇

C.6よ

雪534上6食 つ て 行 け よ1雪53.8用 了 去 吋立

雪534上24頭 巾 を とれ よ1雪54.7把 頭 巾 脱 了 嚇

雪534下4A市 か ら は さつ さ と消 え ろ よ1雪56.6要 起 快 離 開A市 嚇

III.2的 蹴

B.1だ

雪534下3長 居 は無 用 だ1雪56.6久 佳 是 不 可 的 嚇

雪534下6俺 も も う 自分 の 禮 だ1雪56。7我 這 身 子 便 是 我 自 己 的 嚇

B.2ぢ や

雪535下22駄 目だ と云 うん ぢ や1雪61.2是 不 行 的 嚇

B.3(そ の他)

雪533中7し か し ど う して1雪50.8急 的 嚇

III.3了 蹴

A.1た(終 止形)

雪536中21九 時 を打 つ た1雪63.ll已 経 九 黒占過 了 吋立
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A.2た(連 体形)

雪533下24も う 五 年 以 上 も遇 は な か つ た わ け だ な ア1雪53.2已 経 五 年 不 見 了 嚇

C.1よ

雪534上25頭 巾 を とれ よ1雪54.7把 頭 巾 脱 了 嚇

III.4了 … 晦

C.1よ

雪534上5食 つ て 行 け よ1雪53.8用 了 去 嚇

IV把

IV.1を

IV.1.1(天)

雪532上6天 を か く して1雪45.3把 天 空 隠 障 着

IV.1.2(思 ひ)

雪535中25思 ひ を晴 ら して1雪60.3把 死 了 的 先 生 的 遺 志 纒 績 起 來

IV.1.3(行 為)

雪533上21生 徒 た ち の 悪 戯 を 監 視 し な が ら1雪49.10把 生 徒f門的 悪 作 戯 監 視 着

IV.1.4(身 体)/(身 体 の部 分)

雪535上14-5肘 で 尭 せ か け て ゐ る 上 半 身 を グ ラ グ ラ と前 後 に 揺 り動 か し な が ら 云 つ た

1雪58.7-8把 上 半 身 罪 在 撹 着 膝 頭 的 爾 肘 上 揺 罷 着 説

雪534中12二 人 の 足 の 問 に顔 を突 込 ん で1雪55.6把 拶 殼 伸 　i;,人的 脚 同

雪535中8姿 を 攣 へ て1雪59.8把 装 改 攣 了

雪535下16ギ ヨ ロ リ と 目 を据 ゑ て1雪60.ll把 眼 晴 疑 着

雪536下4涙 に 輝 く眼 を あ げ て1雪64.9把 在 眼 涙 中 亮 着 的 眼 晴 墾 了 起 來

雪534下16冷 た い 硝 子 窓 に額 を あ て た1雪57。7把 額 頭 去 低 着 了 冷 浸 的 破 璃 冑

雪536中8死 骸 を引 き取 つ た 或 る 男1雪63.2把 他 的 … 姐 姐 的 屍 骸 牧 強 的 一 位 男 子

雪536下7そ の 口 を 押 え る や う な 手 つ き を した1雪64.lo倣 出 了 把 口 掩 閉 着 的 手 勢

雪536中2口 を 喋 ん で1雪62.12把 口 喋 着

雪532中13ほ つ そ り と痩 せ 細 つ た 顎 を襟 巻 の 外 に 出 し た1雪46.9把 尖 削 地 痩 着 的 下 杷

伸 出 了 園 巾 外 來

雪536上18手 を ゆ る め た わ け ち や な い の だ か ら1雪62.5不 肯 把 手 放 籟

雪534上19両 手 を火 に か ざ した1雪54.2把 函 手 拷 在 火 上

雪532中10時 代 も の の 手 袋 の 両 手 を ダ ラ リ と柄 に 重 ね て1雪46.7把 有 古 式 的 手 套 … 帯
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着的爾隻手

雪536中15指 を突込んで1雪63.7把 手指播進

雪532中21左 右の足 を前 に動か し続ける動物1雪47.1把 左右爾腿永遠向前進的動物

雪532中8足 をとめて1雪46.7把 脚停着

雪534下9美 しい眼を輝か して1雪56.7把 那美好的眼晴閃了一下

雪534中27-8唇 をモ グモグや りなが ら1雪56.2把 階唇咀噛 了一下

雪534中5喉 を鳴 らして1雪55.1把 喉囎響了一下

雪534上15大 きな箱火鉢の縁へ両足 をかけた1雪54.2把 爾脚塔在了大的木匝火盆上

雪534上6ふ くらんだ尻 を撫でて1雪53.9把 鹿着的屍股鷹了一下

IV.1.5(事 物)

雪531上24湯 呑 を差 した1雪54.7把 茶杯伸了過來

雪533上26土 間にあつた生徒の雪沓 を突掛 けて踏出 してゐた片足 を引いて1雪50.1把

蹟着土間中的生徒的雪纏踏出去的一隻脚受輻來

雪534上27片 手で頭巾をはねた1雪54.8一 隻手把風帽脱了

雪534下24越 中富山千金丹本家の某 をかたげて1雪57.8把 「越中富山千金丹本家某某」

偏着

雪534上24頭 巾をとれよ1雪54.7把 頭巾脱了嚇

雪534中14膝 の上で風 呂敷包 をといて1雪55。6把 膝上的包軍子解開

雪534上14風 呂敷包 をぬ き出しなが ら1雪54.1把 軍包子出來

雪532下31白 い陶器の取手を廻 した1雪48.12把 白磁的門柄把着

雪533中5隔 ての硝子戸 をたて きつて1雪50.7把 隔着的破璃門關緊來

雪533上19教 場の出這入 り口の硝子戸 をたてて1雪49.10把 教場進 口的破璃窩門拉上

雪533中5椅 子 を向い合わせ に置いた1雪50.7把 椅子封放着

雪533上21椅 子 を一脚寄せて1雪49.ll把 椅子拉在木匝火盆止前

雪533中5-6火 鉢を挾んで椅子を向い合わせに置いた1雪50.7把 侠着火盆椅子封放着

雪533中1コ オルテン張の椅子を持つて1雪50.4把 一張布面的椅子掌着

雪533上4白 張の洋傘を相手の鼻の先へ突出した1雪49.2把 白布的洋傘摯到封手的鼻子

雪532中8洋 傘 を前 に1雪46.7把 那洋傘描在前面

雪535中15伴 天連の本 をすつか り自分の家に預つてやつた1雪59.ll把 …伴天連」的経

典都藏在了自己的家屋

雪536中30そ んなことを耳語 き合つてゐた1雪64.6把 這檬的話相互耳語着

IV.1.6(飲 食物)

雪534上21鮭 の切 身…を運んで きた1雪54.4把 鮭魚的切片…搬蓮來了

一175一



大手前大学論集 第16号(2015)

雪535上17残 り少 な く な つ た 酒 を 、 大 事 さ う に杯 に注 ぎ な が ら1雪58.10把 剰 得 不 多 的

残 酒 、 愛 惜 地 斜 着

雪535上7三 合 の お し きせ を、 下 男 の 金 造 に せ び つ て1雪58.4把 三 合 的 晩 酌 強 迫 着 男 撲

的 金 造

IV.2が(身 体 の部分)

雪532下19-20子 供 の 顔 が 五 つ 六 つ 好 奇 ら し く硝 子 窓 に 押 し つ け ら れ て ゐ る1雪48.4-5

更 還 有 五 六 個 兇 童 的 面 孔 是 好 奇 地 把 面 孔 抵 在 破 璃 窩 上 的

IV.3は(事 物)

雪534下2学 校 の 方 は休 み に して1雪56.6把 學 校 課 休 息 着

IV.4に

IV.4.1(身 体 の部 分)

雪536中16爾 掌 に額 を支 へ た1雪63.7把 爾 掌 按 着 了額 頭

IV.4.2(喧 騒)

雪533上20そ つ ち の 喧 騒 に遠 ざ か りな が ら1雪49.10把 那 兇 的 喧 器 隔f着

IV.5に は(人)

雪534中23相 手 に は 目 も くれ ず に1雪55.10寛 連 一 眼 也 不 把 封 手 看 一 下

V將

V.1を

V.1.1(心)

羅13.11今 ま で け わ し く燃 え て い た 憎 悪 の 心 を1夢92.17将 先 前 那 枳 烈 的 憎 悪 之 心

V.1.2(身 体)(身 体 の部分)

羅6.11引 取 り手 の な い 死 人 を1・;・ 将 生 出 将 元 主 的 死 　

羅16.8足 に しが み つ こ う とす る 老 婆 をlX93.22将 挽 住 了 的 脚 的 這 老 女区

羅7.7洗 い ざ ら し た 紺 の襖 の尻 を 据 え て1・;・ 將 那 洗 旧 的 紅 青 祇 的 轡 部

V.1.3(動 物)

羅14.5蛇 を 四 寸 ば か りず つ に切 つ て1野93.6将 蛇 切 成 四 寸 長

V.1.4(事 物)

X6.8仏 像 や 仏 具 を打 ち砕 い て1....6将 佛 像 峨 佛 具 打 碑 了
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羅7.llそ の主人か らは、四、五 日前 に暇 を出 された1夢90.2杁 迭主人,已 経在四五

日之前将他遣散 了(構 文不同)

羅8.8ど うに もならない事 を、どうにかす るためには1夢90.12因¥`要 将没法亦的事

来急ム亦

羅ll.9松 の木片を、床板の間に挿 して1… 将松明播在楼板的縫中

羅13.6白 い鋼の色 をその眼の前へつきつけた1・ ・ 将雪色的鋼色,塞 在伊的眼前

ユ　

VI略

VI.1ぞ

雪534上2一 寸 分 か りに くい そ1雪53.5有 点 ヌ佳桟 略

1.1

A.1

A.2

A.3.1

A.3.2

A.3.3

A.3.4

B.1

B.2

B.3.1

B.3.2

B.4.1

B.4.2

B.4.3

B.4.4

B.4.5

B.4.6

着

た/だ(終 止形)

た/だ(連 体形)

て

てゐた/て いた

てゐたんだ

てな

(動詞連体形)

だ(終 止形)

で(名 詞+で)

で(動 詞+で)

てある

てゐる/て いる(終 止形)

てゐる(連 体形)

てゐるぞ

ているのである

てはいる

國

着1

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

×

○

×

×

×

×

○

○

×

×

○

×

10王 文 虎 ・弓長一舟 ・周 家 笏 《四川 方 吉 洞 典 》p.277曙 。
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B.4.7

B.5

B.6

B.7

..

B.9

B.10

B.11

C.1

で行 く

と

なかを

なが ら

に

まで

やうな

その他(別 構文)

ろ
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×

×

×

○

×

×

×

○

×

○

○

○

○

○

○

○

×

○

2L

ユB

着…着

た り…た り(連 用形) X

1.3

A.1

A.2

A.3

A.4

A.5

B.1

B.2

B.3

着的

た(連 用形)

た(連 体形)

てゐたや うだ

てゐたんだ

てゐて

(連体形)

てゐる(連 用形)

てゐる(終 止形)

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

1.4

A.1

A.2

着…的

た(連 用形)

た(連 体形)

○

○

×

×

1.5

A.1

A.2.1

A.2.2

着了

た

て1

てゐた

×

×

×

○

○

○

1.6

A.1

着…了

てゐた oX
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B.1で い る × ○

1.7着 嚇

B.1て る ぞ oX

1.8着 在

B.1て ゐ る oX

L9在 … 着

B.1で ゐ る oX

1.10在 … 着 … 了

A.1て ゐ た X

1.11介 詞

同 着 oX

L12著

A.1て い た oX

II.1

A.1.1

A.1.2

A.1.3

A.1.4

A.1.5

A.1.6

A.1.7

A.1.8

A.1.9

A.1.10

II了

了

日本語の種 々の表現 に対する 「了」の用法 を考察する。

た(終 止形)

だ(終 止形)

た(連 体形)

たか

だかい(助 動詞連体形)

たか ら

だのだ

たちや

たのである

たんだ
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○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

×

○

×

×

×

×

×

○

×



A.2.1

A.2.2

A.2.3

A.2.4

A.2.5

A.2.6

A.2.7

A.2.8

A.2.9

A.2.10

A.2.11

A.2.12

A.2.13

A.2.14

A.2.15

A.2.16

B.1

B.2

B.3

B.4

B.5

B.6

B.7

B.8

B.9

B.10

B.11

B.12

B.13

B.14

B.15

B.16

B.17

C.1

大手前大学論集

て1

て2

てゐた/て いた

てゐたんだ

て行つた

てか ら

て来た/で 来た

て しまつた/て 了つた

てな

て も

てやつた

て3

て4

だ した

てあげた

だ した

(連体形)

(連体形)

(連用形)

ない(連 用形)

なれば(仮 定形)

まいからなア(未 然形)

だ

である

てゐる/て いる(連 用形)

てゐる/て いる/で ゐる(終 止形)

と

とか

なが ら

な らんぜ

ので

まで

その他

た ら

:/

第16号(2015)

0

0

0

0

0

0

0

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

×

×

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

×

○

×

×

○

○

×

×

×

×

×

○

×

○

○

○

○

×

×

×

○

○

○

×

×

○

×

×

×

○

×



郭沫若による 『里見弾作 雪の夜話』および魯迅による 『芥川龍之介作 羅生門』の中国語訳の語法

C.2よ う oX

II.2

A.1

A.2

A.3

A.4

B.1

了…了

て も

た(終 止形)

た(連 体形)

ていた

(その他)

×

○

×

○

○

○

×

○

×

×

II.3

A.1

C.1

了咤

ただね/た だかねえ

(命令形)

×

×

○

○

II.4

A.1

C.1

了隔

たか

だらうちアねえか

×

×

○

○

II.5了 罷

C.1(命 令 形) oX

II.6

A.1

A.2

B.1

了的

た/だ(連 用)

た/だ(連 体形)

てゐる/て いる

×

×

○

○

○

○

II.7了 … 的

B.1て あ る oX

II.8

A.1

A.2

來了

た

て

×

×

○

○

II.9了 起 來

A.1て oX
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II.10了 … 来 的

A.1た X

II.11了 … 的 了

A.1だ 事 で あ ろ う X

II.12

A.1

B.1

的了

た

だ

X

OO

II.13

11.13.1

11.13.2

11.13.3

11.13.4

介詞

除了

掲了

用了

借了

○

○

○

○

×

×

×

×

III駐 立

日本語の種 々の表現 に対する 「嚇」の用法 は郭沫若のみに見 られる。

III.1

A.1

A.2

B.1

B.2

B.3

.,

B.5

B.6

B.7

B.8.1

B.8.2

B.9.1

B.9.2

嚇

た

て

(動詞終止形肯定)

(動詞終止形否定)

だ

だか ら

だな

だ らう

ちや/ぢ や

てゐるぜ

てゐるぢやか ら

な

なア

一182一

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×



B.10

B.11

B.12

C.1

C.2

C.3

C.4

C.5

C.6

郭沫若による 『里見弾作 雪の夜話』および魯迅による 『芥川龍之介作 羅生門』の中国語訳の語法

よ

だつて

(その他)

(命令形)

か

がな

か ら

とも

よ

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

III.2

B.1

B.2

B.3

的嚇

だ

ぢや

(その他)

×

×

×

○

○

○

III.3

A.1

A.2

C.1

了髄

た(終 止形)

た(連 体形)

よ

×

×

×

○

○

○

III.4了 … 嚇

C.1よ oX

IV把

日本語の 「を」 に対する 「把」の用法は郭沫若のみに見 られる。

IV.1

1V.1.1

1V.1.2

1V.1.3

1V.1.4

1V.1.5

1V.1.6

を

(天)

(思い)

(行為)

(身体)/(身 体の部分)

(事物)

(飲食物)

一183一

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

×
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IV.2が(身 体の部分) oX

IV.3

1V.3.1

1V.3.2

に

(身体 の部分)

(喧騒)

×

×

○

○

IV.4に は(人) oX

V將

日本語の 「を」 に対する 「將」の用法は魯迅にのみ見 られる。

v.i

V.1.1

V.1.2

V.1.3

V.1.4

を

(心)

(身体)(身 体の部分)

(動物)

(事物)

X

×

×

X

○

○

○

○

VI略

日本語の 「ぞ」 に対する 「略」の用法は郭沫若にのみ見 られる。

VI.1ぞ oX

魑
郭沫若と魯迅の用法 は以下のようである。

1.1

A.1

A.2

A.3.1

着

た/だ(動 詞終止形)

た/だ(助 動詞連体形)

て

1着

一184一

○

○

○

○

○

○



A.3.2

B.4.1

B.4.2

B.7

A.3.3

B.1

B.2

B.3.1

B.3.2

B.4.3

B.4.4

B.4.6

B.4.7

B.5

B.6

..

B.9

B.10

C.1

B.4.5

B.11

1.3

A.1

A.2

A.3

A.4

A.5

B.1

B.2

B.3

郭沫若による『里見弾作 雪の夜話』および魯迅による『芥川龍之介作 羅生門』の中国語訳の語法

てゐた/て いた ○ ○

てある ○ ○

てゐる/て いる(終 止形)○ ○

なが ら ○O

Note1両 者は 「着」 を完了 ・過去時制 と現在時制 とに用いた。

てゐたんだ ○ ×

(動詞連体形)○ ×

だ(助 動詞終止形)○ ×

で(名 詞+で)○ ×

で(動 詞+で)○ ×

てゐる(連 体形)○ ×

てゐるぞ ○ ×

てはいる ○ ×

で行 く ○ ×

と ○ ×

なかを ○ ×

に ○ ×

まで ○ ×

やうな ○ ×

ろ ○ ×

ているのである × ○

その他(別 構文)×O

Note2郭 沫若は 「着」を未来時制 に用いた。

着的

た(連 用形)○ ×

た(連 体形)○ ×

てゐたや うだ ○ ×

てゐたんだ ○ ×

てゐて ○ ×

(動詞連体形)○ ×

てゐる(連 用形)○ ×

てゐる(連 体形)○ ×

Note3郭 沫若は 「着的」 を完了 ・過去時制 と現在時制 とに用いた。
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1.5

A.1

A.2.1

A.2.2

A.2.3

着了

た

て

てゐた

てゐた

Note4
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oX

oX

oX

oX

郭沫若は 「着了」 を完了 ・過去時制に用いた。

7L

ユB

着嚇

てるぞ oX

1.8

B.1

着在

てゐる oX

9L

ユB

在 … 着

で ゐ る

Note5

oX

郭沫若は 「着嚇」、「着在」、「在…着」を現在時制 に用いた。

1.10在 … 着 … 了

A.1て ゐ た oX

1.11介 詞

同 着 oX

1.12

A.1

著

て い た

Note6

oX

郭沫若による完了 ・過去時制 「著」の使用は1例 のみである。

1.2

B.1

口

着…着

た り…た り ×O

Note7魯 迅は 「着 …着」 を現在時制に用いた。

1.4

A.1

A.2

着…的

た(連 用形)

た(連 体形)

○

○

×

×

:.



郭沫若による 『里見弾作 雪の夜話』および魯迅による 『芥川龍之介作 羅生門』の中国語訳の語法

1.6着 … 了

B.1で い る ×O

Note8魯 迅 は 「着 … 了 」 を現 在 時 制 に 用 い た 。

II了

II.1了

日本 語 の 種 々 の 表 現 に対 す る 「了 」 の 用 法 を 考 察 す る。

A.1.1た(終 止 形)○O

A.1.3た(連 体 形)○O

A.2.1て100

A.2.3て ゐ た/て い た ○O

A.2.5て 行 つ た ○O

A.2.8て し まつ た/て 了 つ た ○O

A.2.9て な ○O

A.2.15て あ げ た ○O

B.2(連 体 形)○O

B.9て ゐ る/て い る(連 用 形)○O

B.10て ゐ る/て い る/で ゐ る(終 止 形)○O

B.13な が ら ○O

B.17そ の 他 ○O

Note9両 者 が 「了 」 を完 了 ・過 去 時 制 と現 在 時 制 に 用 い た 。

A.1.2だ(終 止 形)○ ×

A.1.4た か ○ ×

A.1.5だ か い(助 動 詞 連 体 形)○ ×

A.1.6た か ら ○ ×

A.1.7だ の だ ○ ×

A.1.8た ち や ○ ×

A.1.10た ん だ ○ ×

A.2.2て20×

A.2.4て ゐ た ん だ ○ ×

A.2.6て か ら ○ ×

A.2.7て 来 た/で 来 た ○ ×

A.2.10て も ○ ×
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A.2.11

A.2.12

A.2.13

A.2.14

A.2.16

B.5

B.6

B.7

B.11

B.12

B.14

B.15

B.16

C.1

C.2

てやつた

て3

て4

だ した

だ した

なれば(仮 定形)

大手前大学論集 第16号(2015)

まいからなア(未 然形)

だ

と

とか

な らんぜ

ので

まで

た ら

よう

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

A.1.9

B.1

B.3

B.4

..

たのである

(連体形)

(連用形)

ない(連 用形)

である

Note10

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

郭沫若は 「了」を完了過去時制、現在時制、未来時制 に、

魯迅 は完了過去時制、現在時制に用いた。

II.2

A.1

A.3

2

4

1

A

A

B

了…了

て も ○ ×

た(連 体形)○ ×

た(終 止形)× ○

ていた × ○

(その他)×O

Note11郭 沫若は 「了…了」を完了 ・過去時制に、

魯迅 は完了 ・過去時制 と現在時制に用いた。

..



II.3

A.1

C.1

11.4

A.1

C.1

II.5

C.1

11.6

B.1

A.1

A.2

11.7

B.1

11.8

A.1

A.2

11.9

A.1

郭沫若による『里見弾作 雪の夜話』および魯迅による『芥川龍之介作 羅生門』の中国語訳の語法

了咤

ただね/た だかねえ ○ ×

(命令形)○ ×

了隔

たか ○ ×

だ らうちやねえか ○ ×

Note12郭 沫若は 「了泥」 と 「了鳴」を完了 ・過去時制 と未来時制 とに

用いた。

了羅

(命令形)○ ×

Note13郭 沫若は 「了羅」 を未来時制に用いた。

了的

てゐる/て いる ○O

Note14両 者 は 「了的」を現在時制 に用いた。

た/だ(連 用形)○ ×

た/だ(連 体形)○ ×

Note15郭 沫若は 「了的」 を完了 ・過去時制 に用いた。

了…的

てある ○ ×

Note16郭 沫若は 「了…的」を現在時制に用いた。

了…來

た ○ ×

て ○ ×

了起來

て ○ ×

Note17郭 沫若は 「了…來」 と 「了起來」 を完了 ・過去時制に用いた。

..
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II.10了 … 来 的

A.1た X

II.11了 … 的 了

A.1だ 事 で あ ろ う ×O

Note18魯 迅 は 「了 … 来 的 」 と 「了 … 的 了 」 を完 了 ・過 去 時 制 に用 い た 。

II.12

A.1

B.1

的了

た

だ

Note19

X

OO

両者は 「的了」を現在時制 に、魯迅は完了 ・過去時制にも用いた。

II.13

11.13.1

11.13.2

11.13.3

11.13.4

介詞

除 了

掲 了

用 了

借 了

Note20 魯迅のみ上記の介詞を用いた。

○

○

○

○

×

×

×

×

III.1

A.1

A.2

B.1

B.2

B.3

.,

B.5

B.6

B.7

B.8.1

B.8.2

B.9.1

晦

た

て

(終止形肯定)

(終止形否定)

だ

か ら

な

だ らう(推 測)

ちや/ぢ や

ぜ

てゐるぢやか ら

な

III蹴
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×



B.9.2

B.10

B.11

B.12

C.1

C.1

C.2

C.3

C.4

C.5

C.6

郭沫若による 『里見弾作 雪の夜話』および魯迅による 『芥川龍之介作 羅生門』の中国語訳の語法

なア

よ

だつて(間 投詞)

その他

(命令形)

か

なが ら

がな

か ら

とも

よ

Note21

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

郭沫若 は 「唯」を現在時制、完了 ・過去時制、未来時制 に用いた。

III.2

B.1

B.2

B.3

的蹴

だ

ぢや

(その他)

Note22

0

0

0

郭沫若は 「的吋立」 を現在時制に用いた。

×

×

×

III.3

A.1

A.2

C.1

了磁

た(終 止形)○ ×

た(連 体形)○ ×

よ ○ ×

Note23郭 沫若は 「了吋立」を完了 ・過去時制 と未来時制に用いた。

III.4

C.1

了 … 蹴

よ

Note24

oX

郭沫若は 「了…1」 を未来時制に用いた。

IV.1

1V.1.1

1V.1.2

を

(天)

(思ひ)

IV把

一191一

×

×

○

○
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IV.1.3(行 為)O

IV.1.4(身 体/身 体 の 部 分)O

IV.1.5(事 物)O

IV.1.6(飲 食 物)O

IV.2が(身 体 の 部 分)O

IV.3は(事 物)O

IV.4にO

IV.4.1(身 体 の 部 分)O

IV.4.2(喧 騒)O

IV.5に は(人)O

Note25郭 沫 若 の み 「把 」 を用 い た 。

V將

V.1を

V.1.1(心)×

V.1.2(身 体)(身 体 の 部 分)×

V.1.3(動 物)×

V.1.4(事 物)×

Note26魯 迅 の み 「将 」 を 用 い た 。

11

VI略

VI.1ぞO

Note27郭 沫 若 の み 「略 」 を用 い た 。

ll夢 竹風主編 『漢悟大洞典 』漢収録 されていない。
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×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

×



I

A

A.1

A.2

A.3

A.4

B

B.1

B.2

B.3

.,

B.5

..

B.9

B.10

B.11

B.12

B.13

B.14

B.15

B.16

C

C.1

C.2

C.3

D

D.1

D.2

II

1.

郭沫若による 『里見弾作 雪の夜話』および魯迅による 『芥川龍之介作 羅生門』の中国語訳の語法

結 語

「着」,「著」,「了」,附 立」の用法

郭沫若 と魯迅とが一致

「着」を完了 ・過去時制 と現在時制 とに用いた。[Notel]

「了」を完了 ・過去時制 と現在時制 に用いた。[Note9]

郭沫若は 「了…了」を完了 ・過去時制に、魯迅は完了 ・過去時制 と現在時制

に用いた。[Note11]

「了的」 を現在時制に用いた。[Note14]

郭沫若のみ使用

「着」を未来時制 にも用いた。[Note2]

「着的」 を完了 ・過去時制 と現在時制 とに用いた。[Note3]

「着了」 を完了 ・過去時制 に用いた。[Note4]

「着1」 、「着在」、「在…着」を現在時制 に用いた。[Note5]

「著」を完了 ・過去時制に用いた。[Note6]

「了呪」 と 「了鳴」を完了 ・過去時制 と未来時制 とに用 いた。[Note12]

「了羅」 を未来時制に用いた。[Notel3]

「了的」 を完了 ・過去時制 に用いた。[Note15]

「了…的」を現在時制 に用いた。[Notel6]

「了…來」 と 「了起來」を完了 ・過去時制に用 いた。[Note17]

「1」 を現在時制、完了 ・過去時制、未来時制に用いた。[Note21]

「的吋立」 を現在時制に用いた。[Note22]

「了1」 を完了 ・過去時制 と未来時制に用いた。[Note23]

「了…吋立」を未来時制 に用いた。[Note24]

魯迅のみ使用

「着…着」を現在時制 に用いた。[Note7]

「着…了」を現在時制 に用いた。[Note8]

「了…来的」 と 「了…的了」を完了 ・過去時制に用いた。[Note18]

郭沫若 と魯迅とが不一致

「的了」 を現在 時制に、魯迅は完了 ・過去時制にも用いた。[Notel9]

郭沫若は 「了」 を完了過去時制、現在時制、未来時制に、魯迅は完了過去時

制、現在時制に用いた。[NotelO]

「把」,「略⊥ 「將」の用法

郭沫若のみ 「把」を用いた。[Note25]
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2.

3.

III

1

2.

IV

1

2.

3.

郭沫若のみ 「略」を用いた。[Note27]

魯迅のみ 「将」 を用いた。[Note26]

郭沫若と魯迅は対照的である。

介詞の用法

郭沫若のみ 「同着」を用いた。

魯迅のみ介詞 「除了」、「掲了」、「用了」、「借了」を用いた。[Note20]

魯迅は郭沫若 より介詞の使用が多 い。

概括

郭沫若と魯迅が共用 したのは4例 である。[A]

郭沫若は魯迅 より表現性 に富 む。[B]

魯迅のみ用いたのは3例 である。[C]

國
文献の表題と関係する箇所を記す。

1

2

3

4

王洪 林著 四川方 言會 通 巴 蜀書社2008.

p.252来 用在 劫洞 前表 要傲 某事

p.254了 助洞 表示 肯定 或碗 定某 神情 況

了 表祈 使活 汽

p.258把 用干 某些 抽象 的事物

ヌ暎 桝 服 一 舟 主 編 《四川 方言 洞江 研究 》北 京 中 国社会 科学 出版 社2009.

p.19四 劫洞 有不 同干 普通 活的 体貌 表示 方法

(一)用 劫洞 加朴 悟"一 下"表 芸 試 或短 吋的 劫作 行力

(二)用"V+倒1起"表 示劫 作或 状恋 的退 速持 鎮

崔榮 昌 《四川 境 内的客 方言 上 》 四川 巴蜀 書社2010.

p.87普 通 話表 示 時膿 的 方 式是 在謂 語 後 面伽"着"(進 行 膿),"了"(完 成 膿)和"過"

(経 歴膿)。 四川 客 家話 除表 示曾 経 過某 種 動作 或性 状 的経 歴膿 用"過"… 這 一黒占眼 普通 話

相 同外 ・其蝕 均有 所不 同

崔榮 昌 《四川 境 内的客 方言 下》 四川 巴蜀 出版 社2011.

第五 章 四 昌家客 家話 伍 四 昌客家話 語 法

騨 四 昌家客 家話 詞彙

十二 衣 服 穿 戴p.799:50手 套

二十 四 代洞 等p.831:33讐 那讐,那 個

二十 七 次動詞p.835:3把,7:在

伍 四 昌家客 家話 語法

語序p.864:81了,pp.864-665:82着 、

ヌ暎 樹 張 一 舟 主 編 《四川 方言 洞江 研究 》 中国社 会科 学 出版社2010.

p.21四 川方 言被 劫 美系,普 遍 用"着"(成 都活 域tsau21,現 在 多写 作"遭")表 示.
"着"本 是 劫洞

,是"遭 遇 到(不 好 的 事情)"的 意 思,四 川活 現 在{乃有 劫洞 用 法 。如"地
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郭沫若による 『里見弾作 雪の夜話』および魯迅による 『芥川龍之介作 羅生門』の中国語訳の語法

5

6.1

6.2

6.3

6.4

6.5

6.6

6.7

6.8

震的 吋 候,他 伺 家 的人 没 着,只 是 房 子着 埼 了 。"表 被劫 的"着"略 普通 活 的"被"一 祥,

可 以用作 介洞,引 遊劫 作行¥`的 施事,也 可 以用作 助洞,宜 接用 在滑 酒 中劫洞性 洞 酒之 前,

表 示被 劫 。如"杯 子 着 被他 打 炬 了"。 眼 普通 活"被"不 同的 是,"着"tsau2只 用来 表 示

不如 意的 事情 。普 通活"他 被迭¥¥班 辰 了"。

原 由起 子 再 恰"在V着"一 杁 日波対 比規 察其 特征 《中国VQ文 法研究 》 中 国語文 法研 究

会編 集 京都 朋 友書 店2015.

pp.19-41.

夢竹 風主 編 『漢梧 大洞 典9』 上 海 漢語 大詞 典 出版社19942(19921).

p.169着4助 洞 。① 緊接 劫 洞 后,表 示劫 作 、状 恋 的持f。 ② 用 在某 些 形 容洞 后 面 、表

示程 度 的 比較 等 。③ 緊接 在某 些劫 洞 后 或放 在某 些 祈使 句 末 、表示 強凋 、催促 、商 量 、清

求等 酒汽 。④ 加在 某 些介洞 后面 、使 変成 夏合 介洞 。

夢竹 風主 編 《漢梧 大洞 典1》 上 海 漢語 大詞 典 出版社 第 一巻1990.

p.722了2① 表吋/V¥。(1)表 示 劫作 或 変化 的完 成(不 柁 事実 或 虚拡 、道 去或 未来)。(2)

用 在重 迭 的 劫洞 之 同 、表 示短 牟 暫 之 同劫 作 的 重夏 。② 表 悟 汽 。(1)表 示肯 定 或碗 定 某 神

情況 。(2)表 示祈 使 。

夢竹 風主 編 《漢酒 大洞 典3》 上 海 漢語 大詞 典 出版社1989.

p.372吋 立2助 洞 。"了"(le)和"咽"的 合 音 。表 示事 情 已多至完成,兼 有 感 収或 椋 冴的 悟

汽 。

夢竹 風主 編 《漢活 大洞 典6》 上 海 漢語 大詞 典 出版社1990.

p.422把1⑭ 介 洞 。(1)狭 当,当 作 。(2)辻,使 得 。(3)在 。(4)将 。(5)対 干 。(6)被 。

(7)杁 。

夢竹 風主 編 《漢梧 大洞 典》 上海 漢 語大 詞典 出版 社1991.

p.806将1⑳ 介洞 。(1)把 。(2)供;勾 。(3)用 。(4)杁 。

略 は嬰竹 風主 編 《漢悟 大洞 典》 漢収 録 され てい ない。

著者 感謝 干亜 老師(大 手前 大学 非常 勤)的 各 神指 教 。

芥 川龍 之介 「日本 小説 の 支 那訳 」(大 正 十 四年 三 月)筑 摩類 聚 芥 川 龍之 介 全集 第四

巻」 東京 筑 摩書 房1971(昭 和46年):ペ ー ジ数

「翻 訳 は、僕 自身の作 品 に徴 す れ ば、 中々正確 に訳 して ある。」

李威 周 陶振鋼 張 向民 郭 沫若迭 悸 《日本短 篇小 悦集》 的 内容和 意 叉

p.167:返 是 郭沫 若三 十年 代思 想的 一f分珍貴 資料.出 典
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